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日本では、食事の前に「いただきます」、食べ終わったら「ごちそうさま」のあいさつをする習慣

があります。それぞれ、どのような意味があるのでしょうか。

「いただく（頂く／戴く）」

は、頭にのせるという意味があ

り、身分の高い人から物をもら

う際、頭上に捧げて敬意を表し

た動作にちなむ言葉です。自然

の恵み、生き物の命をもらうこ

とへの感謝を表します。

「ちそう（馳走）」は、食事

を用意するために走り回ること

を意味しており、この食事が出

来上がるまでに関わった人びと

への感謝の気持ちが込められて

います。

食べることは、生き物の命をいただき、命をつないでいくことです。

また、食事が出来上がるまでに、料理を作る人をはじめ、農作物や家

畜を育てる人、魚をとる人、食材を運ぶ人、販売する人など、たくさん

の人が関わっています。

感謝の気持ちを忘れずに、心を込めてあいさつし、食事を大切にいた

だきましょう。

地産地消とは、地域で生産された農林水産物を、その地域で消費する取り組みです。学校給食では、地域

でとれた「地場産物」を活用することで、地域の産業や食文化への理解を深め、地域への愛着を育むとと

もに、環境問題や食料自給率といった課題について目を向ける機会にしたいと考えています。

地域の産業や食文化へ

の理解を深めることが

できる

食料の生産、流通に関わる人

びとに対する感謝の気持ちを

育むことができる

学校と地域との連携・協力

関係を構築することが

できる

直売所や道の駅、スーパーマーケットの地場産物コーナーなどを活用

しましょう。地場産物のほか、自分が応援したい地域や被災地の生産品

を選ぶことは、その産地の生産者を応援することにつながります。
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